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対
す
る
担
保
と
す
る
こ
と
で
、
こ
の
ほ
か

に
仮
登
記
担
保
な
ど
が
あ
る
。

一
方
、
人
的
担
保
と
は
、
保
証
人
の
こ

と
。借
主
と
同
じ
義
務
を
負
う
保
証
人
を
、

連
帯
保
証
人
と
呼
ぶ
。
悲
し
い
結
末
の
人

間
模
様
を
浮
き
彫
り
に
す
る
ド
ラ
マ
に
は

つ
き
も
の
な
の
で
、
皆
さ
ん
も
よ
く
ご
存

じ
の
は
ず
で
あ
る
。

こ
れ
ら
、
与
信
、
為
替
、
担
保
の
３
つ

は
、「
知
っ
て
る
と
格
好
い
い
用
語
」
で

あ
り
、「
知
っ
て
お
く
べ
き
用
語
」
で
も

あ
る
。
融
資
を
受
け
る
際
に
、
き
ち
ん
と

勉
強
し
て
臨
む
べ
き
だ
ろ
う
。
親
切
に
印

鑑
の
押
す
場
所
だ
け
を
、
指
示
し
て
く
れ

る
金
融
機
関
ば
か
り
で
は
な
い
。
私
も
農

業
経
営
に
就
い
て
か
ら
は
、
こ
の
よ
う
な

用
語
を
耳
に
す
る
こ
と
が
増
え
た
。
知
ら

な
い
と
不
利
益
を
被
る
こ
と
も
あ
る
の

で
、
こ
れ
を
機
に
頭
に
入
れ
て
お
こ
う
。

農
業
の
場
合
、農
地
を
根
抵
当
に
し
て
、

金
融
機
関
に
融
資
を
受
け
る
こ
と
が
通
例

1973年北海道生まれ。栗山町在住。
昨年、普及指導員を退職し、実家の
農業を2014年から営む。経営は和牛
繁殖、施設園芸が主体。普及指導員
時代は、主に水稲と農業経営を担当
し、農業経営の支援に尽力した。主
に農業法人の設立、経営試算ソフト
「Hokkaido_Naviシステム」の開発、
乾田直播の推進、水田輪作体系の確
立などに携わる。

齊藤義崇

 

第
五
章

規
模
拡
大
、
多
角
化
、
経
営
転
換
。
新

た
な
挑
戦
を
し
、
直
接
の
売
買
な
ど
の
取

引
が
増
加
す
る
農
業
経
営
に
と
っ
て
、
資

金
繰
り
が
最
も
重
要
な
時
代
と
な
っ
た
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
そ
こ
で
３
つ

の
金
融
用
語
の
解
説
か
ら
、
今
回
は
始
め

た
い
。

ひ
と
つ
目
の
与よ

信し
ん

は
、
相
手
を
信
用
し

て
金
銭
や
モ
ノ
を
貸
与
す
る
こ
と
で
、
返

済
能
力
の
あ
る
相
手
に
信
用
を
与
え
る
と

い
う
意
味
か
ら
、
そ
う
呼
ば
れ
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
資
材
を
購
入
し
て
、
即
金
で

は
な
く
代
金
を
後
払
い
に
す
る
。
こ
れ
も

与
信
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
初
め
て
信
用
を
与
え
る
こ
と

を
、
初
期
与
信
（
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
）
と

呼
び
、
相
手
の
経
営
状
態
に
注
意
し
て
、

取
引
量
や
金
額
を
調
整
す
る
こ
と
を
与
信

管
理
（
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
）
と
い
う
。
与
信

管
理
の
結
果
、信
用
力
が
高
い
相
手
ほ
ど
、

貸
し
手
は
取
引
量
や
限
度
額
を
大
き
く
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
逆
に
信
用
力
が
低
い

相
手
に
は
、
そ
の
枠
が
狭
く
な
る
。

２
つ
目
は
為か

わ
せ替
で
あ
る
。
小
切
手
や
郵

便
為
替
、
銀
行
振
込
、
手
形
な
ど
、
現
金

以
外
の
方
法
に
よ
っ
て
、
金
銭
を
決
済
す

る
方
法
で
あ
る
。
古
来
の
日
本
で
は
、
沢

山
の
お
金
を
遠
く
ま
で
運
ぶ
の
は
、
途
中

で
強
奪
さ
れ
る
危
険
性
が
高
か
っ
た
。
そ

の
危
険
を
回
避
す
る
た
め
に
為
替
（
送
金

シ
ス
テ
ム
）
が
生
ま
れ
た
と
い
う
。
江
戸

時
代
に
は
江
戸
（
東
京
）
と
大
坂
（
大
阪
）

を
結
ぶ
取
引
が
増
え
、
両
替
商
や
大
商
人

が
仲
介
役
と
な
り
、
為
替
（
手
形
）
取
引

が
特
に
発
達
し
た
。
驚
く
の
は
、
資
金
運

用
、
投
資
、
貸
付
な
ど
資
本
主
義
の
成
立

に
欠
か
せ
な
い
シ
ス
テ
ム
は
、
明
治
維
新

以
前
に
成
立
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

皆
さ
ん
に
一
番
馴
染
み
の
あ
る
為
替
制

度
と
い
え
ば
、
全
国
銀
行
デ
ー
タ
通
信
シ

ス
テ
ム
が
あ
る
。
個
人
や
企
業
が
、
異
な

る
銀
行
間
で
送
金
を
依
頼
し
、
金
融
機
関

同
士
の
決
済
を
行
な
う
た
め
の
仕
組
み
の

こ
と
だ
。
日
本
国
内
の
す
べ
て
の
銀
行
の

貸
借
関
係
を
相
殺
し
、
過
不
足
が
日
銀
当

座
勘
定
で
清
算
す
る
。
銀
行
に
限
ら
ず
、

信
用
金
庫
や
信
用
組
合
、農
業
協
同
組
合
、

漁
業
協
同
組
合
な
ど
も
全
銀
シ
ス
テ
ム
に

加
入
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
午
後
３
時
以

降
や
土
日
祝
日
に
他
行
宛
て
に
振
り
込
む

と
、
翌
営
業
日
回
し
に
な
る
。
そ
の
解
決

に
向
け
て
、
シ
ス
テ
ム
の
見
直
し
が
議
論

さ
れ
、
取
引
時
間
の
延
長
や
３
６
５
日
24

時
間
対
応
な
ど
が
昨
年
か
ら
話
題
と
な
っ

て
い
る
。

最
後
の
３
つ
目
は
担
保
で
あ
る
。
金
銭

の
借
主
が
、
債
務
を
確
実
に
履
行
す
る
よ

う
に
、
借
主
（
債
務
者
）
が
貸
主
（
債
権

者
）
に
不
動
産
な
ど
提
供
し
て
お
く
こ
と

で
あ
る
。
担
保
に
は
物
的
担
保
と
人
的
担

保
が
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
説
明
し
よ
う
。

物
的
担
保
と
し
て
物
や
財
産
な
ど
の
特

定
の
財
産
を
提
供
す
る
場
合
は
、
次
の
よ

う
な
権
利
を
設
定
す
る
。
質
権
と
は
、
貸

主
が
弁
済
を
受
け
る
ま
で
担
保
目
的
物
を

留
保
す
る
こ
と
で
、
抵
当
権
と
は
、
不
動

産
を
担
保
と
す
る
が
、
そ
の
不
動
産
を
引

き
続
き
使
用
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
く
こ

と
で
あ
る
。
良
く
聞
く
根
抵
当
は
そ
の
一

つ
で
、
限
度
額
を
定
め
て
複
数
の
債
権
に

知
っ
て
お
く
べ
き
金
融
用
語

融
資
を
受
け
る
心
構
え

返
済
可
能
な
限
度
を
見
極
め
よ

��

貸
借
対
照
表
で
経
営
感
覚
を
養
お
う
③
「
負
債
」
の
眺
め
方
と
分
析
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で
あ
る
。
根
抵
当
で
評
価
さ
れ
た
限
度
額

を
上
限
に
、
金
融
機
関
は
資
金
を
貸
す
。

こ
の
と
き
の
資
金
は
負
債
と
な
る
が
、
貸

し
付
け
の
実
態
は
、
返
済
原
資
や
返
済
能

力
な
ど
詳
細
な
分
析
は
な
さ
れ
ず
、
借
り

手
と
の
融
資
相
談
も
具
体
性
を
欠
く
場
合

が
少
な
く
な
い
。
限
度
額
ま
で
は
資
金
の

用
途
に
関
係
な
く
、
残
念
な
こ
と
に
貸
し

続
け
て
く
れ
る
の
で
あ
る
。

農
地
や
住
宅
な
ど
は
、
新
た
に
根
抵
当

と
す
る
こ
と
で
融
資
が
受
け
ら
れ
る
の

で
、
ま
か
り
間
違
う
と
負
債
の
雪
だ
る
ま

と
な
る
。
自
ら
苦
し
い
と
気
づ
い
た
と
き

は
大
抵
、
既
に
金
融
機
関
か
ら
肩
を
た
た

か
れ
る
事
態
に
陥
っ
て
い
る
。
貸
し
手
も

借
り
手
も
、
限
度
額
と
負
債
総
額
に
ば
か

り
と
ら
わ
れ
て
い
る
の
が
、
落
と
し
穴
な

の
だ
。
経
営
を
分
析
し
、
農
場
運
営
に
対

し
て
、
有
効
な
融
資
と
は
何
か
。
両
者
が

き
ち
ん
と
勉
強
し
て
資
金
を
扱
う
べ
き
で

あ
る
。

貸
借
対
照
表
の
負
債
総
額
に
注
目
す
る

前
に
、
負
債
の
分
類
を
整
理
し
て
お
き
た

い
。
図
１
は
、
農
業
に
お
け
る
目
的
・
使

途
別
の
資
金
と
返
済
原
資
を
整
理
し
た
も

の
で
あ
る
。
大
ま
か
に
４
つ
に
分
類
し
て

み
た
。

生
活
資
金
は
、
住
宅
・
自
動
車
ロ
ー
ン
、

と
き
に
は
教
育
資
金
な
ど
が
該
当
す
る
。

当
た
り
前
だ
が
、
こ
れ
は
所
得
で
返
済
す

る
負
債
で
あ
る
。
生
活
設
計
を
し
、
返
済

の
見
通
し
が
立
た
な
け
れ
ば
、
家
は
建
て

な
い
、
中
古
車
に
す
る
、
教
育
を
優
先
さ

せ
る
な
ど
、
家
計
費
の
や
り
く
り
で
返
済

す
べ
き
資
金
と
心
得
る
。

住
宅
に
は
抵
当
権
が
設
定
で
き
る
の

で
、
農
家
で
あ
れ
ば
簡
単
に
貸
し
て
く
れ

る
が
、
住
宅
は
利
益
を
生
ま
な
い
も
の
で

あ
る
。
儲
か
っ
て
か
ら
で
も
遅
く
な
い
。

所
得
の
大
き
さ
で
、
借
り
る
算
段
を
す
る

べ
き
性
質
の
資
金
で
あ
る
。

次
の
農
地
資
金
は
、
農
地
を
取
得
す
る

と
き
の
資
金
で
あ
る
。
昨
年
も
紹
介
し
て

い
る
が
、
経
営
成
果
で
あ
る
利
益
か
ら
捻

出
し
、返
済
計
画
を
立
て
て
借
り
受
け
る
。

農
地
の
購
入
金
額
は
す
な
わ
ち
負
債
金
額

と
な
る
。
と
は
い
っ
て
も
、
農
地
は
抵
当

権
を
設
定
で
き
る
不
動
産
で
、
担
い
手
と

称
さ
れ
る
我
わ
れ
に
は
、
そ
の
資
金
は
ほ

と
ん
ど
無
審
査
で
貸
し
て
も
ら
え
る
。
収

量
と
品
質
、
販
売
物
の
付
加
価
値
を
高
め

る
こ
と
に
努
め
て
、
利
益
を
膨
ら
ま
せ
る

こ
と
で
、
返
済
原
資
が
増
え
れ
ば
、
返
済

年
数
を
縮
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
、
規
模
を
拡
大
し
て
も
利
益
が

確
保
で
き
な
い
場
合
で
、
な
お
か
つ
自
己

資
本
が
少
な
け
れ
ば
、
い
ず
れ
沈
む
船
と

な
る
。
簡
単
に
言
え
ば
、
10�

ha
し
か
な
い

人
が
、20�
ha
を
い
き
な
り
負
債
で
購
入
し
、

30�

ha
に
な
っ
て
も
い
い
こ
と
は
な
い
。
焦

ら
ず
に
経
営
戦
略
を
練
っ
て
、
農
地
の
購

入
資
金
を
借
り
る
べ
き
で
あ
る
。

３
つ
目
の
機
械
・
施
設
資
金
は
、
減
価

償
却
資
産
の
負
債
で
あ
る
。
こ
の
返
済
原

資
は
、
年
減
価
償
却
費
で
ま
か
な
え
る
金

額
を
限
度
に
、
抑
え
た
い
。
年
減
価
償
却

費
の
金
額
を
超
え
た
返
済
は
、
利
益
を
減

ら
す
こ
と
に
な
る
。
利
益
を
上
げ
る
た
め

の
道
具
の
た
め
に
、
利
益
が
喰
わ
れ
る
の

は
ど
う
な
の
か
。
十
分
考
え
て
お
き
た
い

事
柄
で
あ
る
。

４
つ
目
は
、
後
ろ
向
き
資
金
。
資
金

シ
ョ
ー
ト
の
と
き
に
借
り
た
短
期
資
金

と
、
年
返
済
額
を
平
た
く
し
、
払
い
や
す

く
す
る
た
め
に
負
債
を
借
り
換
え
た
長
期

資
金
、
こ
の
２
つ
が
該
当
す
る
。
短
期
資

金
で
一
般
的
な
の
は
、
定
期
預
金
や
生
命

保
険
を
借
金
の
形
と
し
て
借
り
る
証
書
貸

し
で
あ
る
。
１
年
毎
に
貸
し
付
け
が
更
新

さ
れ
る
の
で
、
２
年
以
上
に
長
期
化
し
た

場
合
は
、
長
期
資
金
と
し
て
借
り
換
え
た

ほ
う
が
、
利
息
を
節
約
で
き
る
。
こ
の
負

債
が
発
生
し
た
場
合
は
、
前
述
の
３
つ
の

資
金
を
新
た
に
借
り
ず
、
後
ろ
向
き
資
金

が
完
済
す
る
ま
で
、
積
極
的
な
投
資
を
行

な
わ
な
い
こ
と
で
あ
る
。

金
融
機
関
で
は
負
債
償
還
計
画
表
を
作

成
し
、
発
行
し
て
く
れ
る
。
資
金
別
に
、

利
率
、
返
済
年
数
、
返
済
額
、
利
息
、
保

証
料
、そ
し
て
総
額
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
を
表
計
算
ソ
フ
ト
な
ど
で
、
資
金
を

分
類
し
て
、
返
済
原
資
と
合
わ
せ
て
整
理

す
る
と
良
い
。
グ
ラ
フ
を
作
成
し
て
お
け

ば
、
投
資
分
析
に
利
用
で
き
る
。
負
債
対

図１：負債（資金）の種類

使途
目的
 

返済の
考え方
 

（４）後ろ向き資金

資金ショートの解消

積極的投資の停止

（１）生活資金

住宅・自動車の購入
教育、医療、介護など

所得（家族の労働報酬）
で返済で返済

 生活資金所得

（２）農地資金

農地の貸借、購入
基盤整備など

農地から生ずる
利益で返済

（３）機械・施設資金

農業機械の購入、農舎や
加工場の新設・更新など

年減価償却費を
原資として返済

年間
予算 

負
債
か
ら
眺
め
る
投
資
の
是
非
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策
で
右
往
左
往
し
な
い
た
め
の
、
大
原
則

で
あ
る
。

参
考
ま
で
に
、
過
去
に
あ
る
法
人
の
投

資
分
析
を
行
な
っ
た
事
例
を
、
図
２
に
示

す
。
年
度
別
に
負
債
の
年
償
還
額
を
棒
グ

ラ
フ
で
示
し
、
利
益
金
、
資
本
金
、
減
価

償
却
費
の
返
済
原
資
を
面
グ
ラ
フ
に
し
て

重
ね
た
。
現
状
の
年
償
還
額
と
新
た
な
投

資
に
よ
る
負
債
の
返
済
の
増
加
額
を
具
体

的
に
示
し
、
返
済
の
見
通
し
を
立
て
て
、

資
金
繰
り
が
苦
し
く
な
い
か
を
予
測
す
る

の
が
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。

分
析
の
手
順
に
沿
っ
て
解
説
し
て
い

く
。
ま
ず
、
新
規
に
投
資
す
る
機
械
と
土

地
な
ど
を
そ
れ
ぞ
れ
書
き
出
し
、
そ
の
金

額
に
基
づ
い
て
資
金
回
収
法
に
よ
り
利
益

目
標
を
算
出
し
て
お
く
。

農
地
の
購
入
は
３
回
予
定
し
て
い
る

が
、
農
地
の
購
入
金
額
が
10
ａ
当
た
り
約

35
万
円
と
仮
定
す
る
と
、
10
年
間
で
償
還

す
る
場
合
、
３
万
８
０
４
３
円
／
10
ａ
と

い
う
利
益
目
標
が
立
て
ら
れ
る
。同
様
に
、

機
械
の
購
入
費
用
も
資
金
回
収
法
で
必
要

な
利
益
目
標
が
計
算
で
き
る
。
総
額
５
５

３
０
万
円
を
７
年
で
返
済
す
る
場
合
、
毎

年
の
利
益
に
約
８
８
５
万
円
の
上
乗
せ
が

求
め
ら
れ
る
。

次
に
返
済
の
見
通
し
を
検
討
す
る
。
現

状
、
返
済
原
資
は
減
価
償
却
費
と
利
益
金

を
加
え
た
も
の
だ
が
、
先
の
利
益
目
標
を

上
乗
せ
し
た
額
で
投
資
の
是
非
を
判
断
す

る
と
良
い
。
た
だ
し
、
節
税
対
策
な
ど
で

利
益
金
が
ゼ
ロ
に
近
い
場
合
は
、
財
源
不

足
と
判
断
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

こ
の
投
資
計
画
に
は
新
た
に
増
資
を
す

る
か
、
利
益
金
を
増
加
さ
せ
る
か
。
は
た

ま
た
投
資
を
抑
制
す
る
か
。
分
析
結
果
か

ら
、
充
分
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
と
投
資

計
画
と
判
断
で
き
る
。

貸
借
対
照
表
の
負
債
に
着
目
す
る
と

き
、
知
っ
て
お
き
た
い
の
は
固
定
長
期
適

合
率
と
流
動
比
率
で
あ
る
（
図
３
）。

固
定
長
期
適
合
率
は
、
長
期
負
債
も
安

定
的
な
資
金
と
し
て
捉
え
、
固
定
資
産
・

資
本
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
検
討
す
る
も
の
で

あ
る
。
比
率
は
80
％
以
下
が
望
ま
し
い
。

１
０
０
％
を
超
え
る
場
合
は
、
固
定
資
産

や
投
資
資
産
の
一
部
が
、
流
動
負
債
に
依

存
し
て
い
る
状
況
だ
。先
の
項
の
４
つ
目
、

後
ろ
向
き
資
金
に
該
当
し
な
い
だ
ろ
う
か

と
心
配
さ
れ
る
。
こ
の
指
標
が
１
０
０
％

を
超
え
て
高
い
状
況
が
続
く
場
合
に
は
、

負
債
の
借
り
換
え
と
い
っ
た
荒
療
治
が
最

終
的
に
必
要
と
な
る
。

一
般
的
に
流
動
比
率
は
、貸
主
（
農
協
、

銀
行
な
ど
）
に
と
っ
て
重
要
な
指
標
で
あ

り
、
米
国
で
は
銀
行
家
比
率
と
呼
ば
れ
、

２
０
０
％
以
上
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
る
。

そ
の
理
由
は
、
倒
産
な
ど
の
場
合
で
も
棚

卸
資
産
な
ど
を
半
値
で
処
分
す
れ
ば
、
未

払
金
な
ど
を
返
済
し
て
も
ら
え
そ
う
だ
か

ら
だ
。

図２：投資分析の一例　（北海道・約100haの水田畑作複合経営の場合）

○投資分析
土地や機械への投資の見通しを、返済原資と合わせてグラフ化し、
分析することによって、経営目標・課題を見つけ出す

【投資の予定】（資本回収法により、必要となる利益額を算出する）
（１）機械の新規購入

（返済条件：償還期間７年、利子3％、資本回収係数0.16）
　↓

（資本回収法：利益必要額　＝　投資額　×　資本回収係数）

（２）農地の新規購入（来年より5年間借りた後、6年後に購入）

（返済条件：償還期間10年、利子2％、年金現価係数9.2）
　↓

（資本回収法：利益必要額　＝　投資額　÷　年金現価係数）

【返済の見込み】（投資額と返済原資を比較する）
（３）財源の過不足
・6年後の土地購入後は現状の原資では財源の不足が予測される
・利益目標を掲げることで、まかなえる見通しが立つ

今年 1年後 2年後 3年後 4年後 5年後 6年後 7年後 8年後

（千円）

機械の更新
総額5,530万円

土地購入
6ha

土地購入 
10ha

【返済原資の想定】
 減価償却費と利益金の
 合計に利益目標額を
 上乗せする

減価
償却費

購入総額 5500万円

利益目標 ※購入後の利益上乗せ額880万円／年

利益目標 ※購入後の10a当たりの利益目標額38,043万円／年

購入額 ※北海道の水田の場合約35万円／10a

30,000

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

利益金

土地購入 
12ha

既往の負債額新規購入機械新規購入土地

流
動
負
債
へ
の
依
存
は
危
険
信
号
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図３：固定長期適合率と流動比率の捉え方

○貸借対照表は左右一致するので、固定長期適合率と流動比率は連動する

◎良い事例 ×悪い事例

目安
固定長期適合率 100％以上固定長期適合率 80％以下
流動比率 100％以下200％以上流動比率

固定長期適合率が100％に近い状態です。最近、資金の支払い
ばかりが気になっていませんか？ 今後の投資は自己資本で
行なえない場合、見合わせたほうが無難です。

払い

ポイント①　2つの指標の求め方

ポイント③　経営事例の数値で計算してみる

ポイント②　良し悪しの目安

貸借対照表

流動負債
（D）

固定負債
（E）

自己資本
（F）

（借方） （貸方）

流動資産
当座資産
棚卸資産
（Ａ）

固定資産
建物・構築物
機械器具等
（B）

投資資産
（C）

総
資
産

　　流動比率　　　＝
流動資産（Ａ）

流動負債（Ｄ）

固定長期適合率　＝
固定資産（Ｂ）＋投資資産（Ｃ）

固定負債（Ｅ）＋自己資本（Ｆ）

（2014年12月31日現在）
期末貸借対照表（今年度）

（借方） （単位：千円）（貸方）

資本
（47,000）

流動資産
（4,500）

固定資産
（83,000）

投資資産
（2,500）

総
資
産

流動負債
（2,000）

固定負債
（41,000）

○流動比率

○固定長期適合率

83,000　＋　2,500

41,000　＋　47,000
ｘ 100（％）＝　97％

4,500

2,000
ｘ 100（％）＝　225％

な
お
、
貸
借
対
照
表
は
貸
方
と
借
方
の

左
右
が
一
致
す
る
た
め
、
固
定
長
期
適
合

率
と
流
動
比
率
は
連
動
す
る
。
し
た
が
っ

て
、
同
時
に
流
動
比
率
を
捉
え
る
必
要
が

あ
る
。
流
動
比
率
が
高
ま
れ
ば
、
固
定
長

期
適
合
率
は
逆
に
下
が
る
。

買
掛
金
、
未
払
金
、
短
期
負
債
な
ど
の

流
動
負
債
は
、
１
年
以
内
に
返
済
す
る
負

債
で
あ
る
。
支
払
い
に
は
現
金
や
預
貯
金

な
ど
の
流
動
資
産
が
必
要
で
あ
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
は
農
業
経
営
で
こ

の
比
率
は
重
要
視
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

農
協
な
ど
か
ら
の
資
金
供
給
が
常
時
受
け

ら
れ
る
た
め
、
日
常
の
取
引
に
は
支
障
が

な
い
。
資
金
繰
り
に
困
っ
た
場
合
で
も
、

公
的
資
金
の
負
債
軽
減
対
策
が
準
備
さ
れ

て
き
た
た
め
だ
。
流
動
負
債
は
そ
の
都
度

相
殺
さ
れ
て
し
ま
う
た
め
、
流
動
比
率
を

経
営
指
標
と
し
て
利
用
し
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。　

農
業
分
野
で
も
最
近
は
農
産
物
の
販
売

先
や
資
材
の
取
引
先
が
多
様
化
し
、
恒
常

的
に
多
く
の
未
収
金
や
未
払
金
が
、
連
続

的
に
発
生
し
て
い
る
。
流
動
資
産
も
流
動

負
債
も
、厳
密
に
は
中
身
が
重
要
で
あ
る
。

固
定
長
期
適
合
率
と
流
動
比
率
は
連
動
し

て
い
る
こ
と
を
念
頭
に
置
き
、
経
営
者
な

ら
ば
、
不
払
い
な
ど
を
起
こ
し
て
信
用
力

を
落
と
さ
ぬ
よ
う
、
常
に
負
債
の
増
減
と

そ
の
要
因
に
は
、
目
配
り
気
配
り
し
て
い

き
た
い
。


